
137.穴太廃寺

再建講堂について

1.はじめに

昭和48王子の保脊!羽建設に{半う発掘調査で、 主与・銑;の一

顧とみられる治総が発見される等、その存不正について

すでに予想されていた穴太廃寺であるが、昭和591ド4

月から始められた滋1111L教育委員会 .a!~)滋 î:t県文化財

保5妥協会による、国道 161号西大津バイパス怨設予定

地内における発tkl!翻読で、 ζれまでに時期の災なるこ

つの寺院jS構の中枢部が、きわめて良好な状態で逃存
していることがわかった。ここでは仮に古・ぃ17の寺院

をiilJ池の寺院、新しい17の#f:院を符，悠の寺院とする。

再建寺院はiilJ遜!の寺院と同じ場所で方位を変えて建て

砲した L ので、 ~I' ~可hlまれ北よリ約 2 .41.支*に振ってお

り、西に金堂、東に段、北に講堂を配した法起寺式の

{加妓配Ktをとっている。本稿では、まず再建ミ5・院の:lIi
M:についてj主総 ・主立物を報告するとともに穴太廃寺の

会谷究明への第一歩としたも、。

2.遺構

東西28.20m(95尺)、南北15.44m(52尺)、法忠商

0.3 rn -O .4 rn の~邸を呈する。掘り込みJむさ定はi!9から

東になだらかに傾斜する地山{紫色砂'I'lニl二)を若干西

側のみ削リ、古IJ迷寺院の酋回廊I在上及び創建商会堂の

一審11に接する形で形成されている。

-.l，~.tW まわりは椴0.3rn-0.601、縦0.3m-0.5111、蝦

O.2m -0.3m桜の花尚岩の自然石を-9'IJに並べて化粧

石としている。これらの法111化粧右のうち北辺と凶ill

には方形平瓦、 }L瓦のli皮}十を外1P.1Jにさし込んでずれる

のを紡いでいる。尚、北辺と束辺はほぼ完存している

が、西辺と持軍辺は一部を除いて抜き取られている。

4出品1上にはl.Om大の花尚岩の自然石の上簡を若干

平らに加工した礎おが8告1J1J!立存しており、その配置f

より 2jiijx 51切の身長の凶閣に誌がつく 4j日Jx7附の

;怨物が建っていたことがわかった。 ul則は身舎の来i!9

中央3r，1}1ま3.86m(13尺)等問、そのiffiilll1Jは3.56m( 
12).c )待:問、南北は2.97111(10尺)等l切で、身舎の牧
子IJに対応して、それぞil2.67m(9尺)縦tlて庇の柱

列がと 1)つく。さらに庇のも主事IJより抜凶端までは2.08

m (7尺)で、中央3問分が広〈 、両端に行くに従い

狭くなるHJil1をとっ.ている。

又、庇の銚亨1Iの礎石fitJにはO.6m-0.801の1隔でこぶ

し大から人政大の向然石を 2}'IJに配した絞め横木を受
t ~. C ‘ 'l 

ける地磁石が良好にj立存していた。この泣存状態よリ

滞金{ま南側正mî~l' うた 3 防i分と北f[!Utl '央 lf均分のみが入

口にな っており、閉鎖的な建物であったことがわかっ

た。南側正百'fi31日}分は:JL1L.が組められており、協はな

〈開放され t、ままの状態であ勺たと恩われる ω 中央~t

11[1) 1防i分は0.401-0.5m 似 }Jの自然石が 19IJに~べら

れている。石にI:t.!iliの軸受けのようなほぞを切った痕

跡はなく正面と問機開放された状態と考えらJ.Lる。

身舎内は、中央31問分に O.lm絞殺91リ下げた状態で
l" ム '~A

須i)，~;tnの湖、が明僚に逃存していた。 3汽弥出は改Zたされ

た痕跡、があり、築造当初の Lめは*凶9.8m、南北3.0

mで、南Jnl)東石が改築11キに抜き取られている。改築し

たものは*凶10.801、南北 4.5mで南側に半IH]拡減し

ている。東U:lま*石により支えられており、Z夜間はl.2

m等1m、南北は1.5m等枯1で 0.3m凶方松の上問が平
らな自然有を配し、'*石I切に方形平瓦のr~ii片を 0 . 4m

中高で並べ~í!の1積水受けにしている。尚 、 西fRlj と稿!日1) の

一部で須弥似のll!lj百iに貼ったしっくいの銭円'が検出さ
れた。さらに中央1問分には人頭大の石がかたまって

散布しており、本移の箪訟を支える ための議込め補強

をしている。叉 、 中央 1 間分の北 ffil) には人~Ji大のおが

O.5mの幅て・ 27IJに配さtLており、本移の米議壁の積

水を受けたJ也波石とみられる。

陥落ち訴事に関しては明l僚な純設は;認め句れなかった。
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3 造物

J草堂に i~ó う lû物の多< 1;t~jU，t.tll内、もしくは周辺の

みに隙られる.須効;!it内出土のi立物Iま、縁手自 ・灰紬 -

II袖 ・ニ彩 ・三彩といった純i制陶器、須忠告号、土師器、
黒色土22、事þ功開策、剣~金具、鉄釘、真珠玉、金箔

ぜ.l.o地勾でい.令 ・;1"
片、 ~t仏、犯応、勾'H象錫162、瓦片当事である。周辺から

i~製tql出仏、綿布h陶2語、土CI~i降、鉄釘等が出土してい

る。ここでは、主裂な造物について報告する。

〈搾出仏〉

須5在、!JH~後の北側IJ~J放昔日の西側礎石周辺より出土し

たもので、現存向 6.7cm、紋大ltoI4. 6cm、部幅 2.3cm

面長 1.6cmをはかる銀波の-111'出苔磁{象iiJi部残欠である。

J享さ 0 . 2mm限度の似似を半肉の雄1~の上に打ち当てて

鎚起したもので、{象谷の紋lよ1;1)り旅した後2mm前後裂

に折 1)IU1げて仕上げている。形状は、ID'i部に三間飾リ

の宝冠を就き 、1.:i:右rr辺上書11から冠僚をたらし、堅員部
にはニII緊ぎの顕(iIljをつけている。頭部背後には、宝珠

形の~1ì光符をつけ、光1~1立 -illの凶問の外に珠文をつ

らねめぐらし、その織に火焔を彬:11している。銀製の
押出仏は本品がp(主ーであり、技法的にむきわめて完成

J交の高い優品で、初鮮半ぬからの舶載の可能性も考え

られる. ~.虫t容として礼拝の対象とされたもので 7 世紀

後半代に製作されたものと総定される.(@の20)

(j導仏〉

~(i弥ぢ1m側め樹立柱ピット煙土上よリ出土したもの

で現存高約8cm、悩10.9cmをはかる小翠!の火顕湾仏と

々えられる.1事みは底部で約5cmと厚〈、上にゆくほ

ど薄くなってお・リ自立式の礼tHムとど・えられる。上半

が欠失しているが、逃存状態I;t.良〈、金絡がかなり残

存している.イ象容は中央に定印を結び立字座に腰をか

けた如来像を訟き、方:A干のj迫感にげ(立した脇待を配し
ている。如来像の足にまとっている衣文の線や脇伶1の

両府から飛t1.る袋憾の紙lなどがきわめて明|般に表現さ

れており、製作技術のおきを示している。そして周縁

には紫総をめぐらしている。 ζめような礼併用の場仏

は従来出よ例{まあま 1)な〈 、自}.gt却iのものと推測され
る。(図の21)

〈泥塔〉

須弥.tftの南側を除〈各辺々の内側より多量に出土し

ている.ii't存状態l立感〈原形を保つものは数えるはど

しかない.残存衡は 7.5cm-8 cm前後で、底部の直径

は4cmをはかる.粘土を型に入れて和菓子のむなかの

ように両側から会わせて製作している.形態より22の

タイプと23のタイプがあ'}， 22は笠郎、綱部、五島都の

境に幅5mmfil二の隆併を施し区分した玄塔型のもので、

23のものは笠部とl胸部の区分がなされておらず、五E部

が若干径が厚くなり区分されている。出土数{孟22のタ

イプが 9 仰i方を ~i める.腹部に穴のあいたものがあり、

籾を一粒納めて格納した籾応と巧-えられる.

<~像銀髪〉

5民弥忠商!悶より 6例出七している ot.Sさ4cm、最大
幅 4 師、底部径 3cm をはかる.虫X{~A主に砧土を巻き上

げたような形を成しており、 t止を3筒l冴呈し、底部に
Y判象頭部と接続させる竹ひごの抜けたあとがある.型

押しにより多量に製作したと々えられ、型から抜け易

いようにするため雲母片(キラ)を用いており多量に

{寸浴していた.乾燥後、会l而に泌を主役っている.形状

より飛鳥号干の丈六大{.L、の虫W:1Jlに似ており、大ささから

も 、 ~:r(弥組内に仰1伐の:.t六{ム(座間約 5 m)の本塁手が

安訟されていたとみ・えられる.(凶の24)

〈施紬陶器〉

総.:ll!hJ宛がl点、従軍IhlJl11点、 ニ彩世口級官11破片4点、

灰漁11腕7点、灰111峨Jll11.'.'.0:、 l.iJ火合1点、三彩火合1

点名手が術核1;邸内よリili土している。以下怒号のイすした

綜t~の明らかなものを列記する。 1 ・ 2 はともに火舎

といわれる笥・教法共の一組で、舎を焚〈総である。 l

11唐三彩と忠、われ内ifiiに1111がよく治存している。胸部

は欠損して後会盟主のみが伐る.ロ総11外に大きく外反

したあと下登し、 r";ff~でつまみ出している。同様のも

のが南滋f.i.lJl寺でむ出土している. 21立、灰狛陶器で

三足の術開が取リつく。胸部11へラ状工具eにてT$に

面取りされており、体部より;智子外反ぎみに立ち上が

ったあと口ままにて大きく外反し治郎をつまみ出しやや

下登させる.色調11白灰色を呈し、若干の煤色本立を認

める占 31ま灰劫陶器のt~.lIIlで八の字状にとリつく高台

を持ち、内部は休部3分の 2あたリで明i僚な段を成す。

ロ縁部11大きく外に聞き、樹昔日はJしくおさえ、やや下
重量さす。手dll;t内外市とも口総部のみにハケにて施す。

4-7は灰利陶総の腕で、 4、61志向台の断簡が五角

形状でやや1'7-<外に断んばってl収リつく。底部は}1jl.め

で、服部よりやや内勾ぎみに立ち上がり口縁部は丸〈

:tfflえる。ともに明灰色を暴し烈色粒を恋千含む。漁1111
口縁部から服部r~.fjlまででつけ利i である。 5 、 7 はや

や高い荷台を有し、八の字状に取リつく。服部より内

湾ぎみに立ち上がり、口紋)'~ml を外上)jへつまみ出す。

色調は明灰色を呈し、見1色事記を:?.I平合む.灰利陶器は

いずれも飴之さ手から見て、*il!足並のものとみられ、折
戸53号潟、来山線等の10世紀末から11世紀初頭のもの

と比定されるが、今一度考察の余地がある。

〈土師器、 黒色土録〉

土師lIifl主、ほとんどが灯明肌で、100倒体以上出土し

ている.大きさ、形態よリ大別して 6~1t類あリ、底部

を指おさえで成形し、口総書官までナデ上げる 9、11の

タイプと、底部を若干へラナデ未調軍基のあと指おさえ、

もしくはナデで消したあとロ級官Eまでナデよげる 8、
10のタイプ、 11の波形に断前三角形の貼りつけ荷台を
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付した bのがある.いずtLb袋良時代末と考えられる。

14は、口紋昔Bが~けU状にij~11I1 し、端部で内側に丸め

こむ形態で、全体にi浮い作。}である.131!断面三角形

の鮎り付け荷台を1:iする小形の烈色土器の焼である。

ロ紋泌総内l仮に一条の沈線を砲し、官官'文を施す。 13、

14とも10世紀末から11世紀初頭のものと」号えられる。

〈須意書官〉

15は筋合イ寸杯!{で腹部立ちよがりのj1i:<に八の字状
に高台が取りつく.-1変地耐は内側にある。口綾部は外

上方に直線的に立ちょがリ、端部は)L< tlllさえる。底

節外面に「大」の~1~がある。 16、 17 は、 JIIlかと忠わ

れる土昔話で、全体に焼成のi努のひずみを布する。ロ縁

端部て'îlI立し、つまみ:~す。 181主、知!i!ti宝Eの荒5・で室長主

状のつまみを有する。 X:Jド苦111.i~折おさえにより水平-に

成形し、口紋宮111;1:外下方にゆるやかに妥下する。端部

は丸<JlPさえ、全体的に抗っ13円、成形である。 191ま、

高内をもっ椀で、!聡日isにM1ll:.糸切痕を布する。内前で

底部から版liIlにかけて段を成し、内'1すぎみに立ち上が

る。 15、18は奈良時代後半、 16、17、191ま平安時代中

J切のものとみ・えられる.

4.まとめ

穴太泌ミ干のうちI専処;鼻立は、磁石とJ，!i明化事E石の一
部が抜き取られている以外、 9前方良好にig存してお

り、地方寺院の発級制殺のEやでも伊jを見ない巡存状態

である.とりわけ須弥澄においては、築造、改築、廃

絶の過42が、遺締、巡物においてH月僚にたどれる。講

堂築造時期については、一部の諸氏より礎石の配置が

金金の山悶寺機式のそれに比べ主主然としている点から

建立時期lii揺れるとの鋭もある.事実生1:問の-}[;準{主、

金:ili: li~)jm尺の 1Jく=O.3545cmであるのに対して、議

1e:1.i庇尺の 1尺=0.2969cmである.しかるに庇の礎石
間lにおけるl授の徽木を'受ける 2手IJの11l!夜おの間隔が広
い害事の見解より白瓜~í・:院の線~~]もうかがえるという見

方もある。今後、 miJfr.1W内における独立H寺の地鎮祭に
伴う銀出よl・の粉:ff.により、この問題は解決されると考
えられる。又、 m弥悩内のH¥土造物が、 m!J!.苦手、土問
IIIl苦手でもみられるように、二彩、三彩を中心とする奈

良時代後期迄のものと、 l米1111陶然を主とする平安時代

中J携のものに 2分される.灰;f1l1陶器の出土状況が築造

当初の東石を欲き取る際の搬リ)f~をmめた上層理土よ

り集中すること等よリ、須弥仰は、誌を良末から平安時

代初めに大偏に改築されたと々えられる。さらに、須

弥法の範闘が当初のものよリ半間舷~kされ、身舎内の

スペースをほとんどおめることは、本来の講堂のむつ

説法、講話を行う織能から反するよとになる。ニのよ

うに身会内の大半をm弥例が占手干する例としては、平
安京の東寺(教王様刷、予)大溝盆にみるような密教的

姿索の~mいギ院にみられるという。穴太1発寺も平安11寺
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代初期lに衡教の;拶刊を叉・けた可能性が巧えられる。廃

絶iこ関しては、 ti金.:たが 1:イII定を受け焼失している
のに対して、必:il.i、焼失の燃の両足上や倒J焚の際の瓦

の自主砲iが見られない・I~、蛇石に似総ぎの縫石を新たに

きしている点;等からみて、長期lにわたり存続している.
又、 5再堂東の与-院Ii~絶後に jl~H( した砂層;上に位置する

据立粍建物よリ、平安時代後JUIから鎌倉時代にかけて

の土師皿、羽釜等が出J:しており、;草食1:1、:;1<安時代

中WIに、総術的。J~M、もしくは、延Ij千 W:警の彩号事下の

むとで減退していったとみ-えられ、 r+H必rai~寺、祭福

寺に先立って1i~ 午と fじしたとみられる。ただ前述の在日

〈、if1JJ;担の弛*~を総めない /.1: よリ、 上告品川j立物の建築

部材、 l{.当事はi1j.干IJ月]の為、いずれかの場所へ移築され

たと勾・えらtLる。

以上、法千のJj-政 L交えて成~::.:について新たな見解

を記述したが、文献資料がW~!~CI))"院であるね、今後

他の金立、俗、 iìlJ~ か院当字の々古資料の{也、衛j鈴 yll旋

ミ;，、祭給i券、 r，;.Il}，Q‘F等のLI胤JUJにおける周辺諸寺院と
比較検討を裂しないことに l阜、火太jj~ .干の1!1:絡を知リ

得ないζ とを付して必<. (仲111 消)
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